
最近の主な取組について（施設設置管理者）

資料４

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

資料６



【令和８年度移動等円滑化評価会議近畿分科会】
近畿地方整備局 近畿運輸局
神戸運輸監理部 大阪航空局

大阪モノレールによる取組

出典 安全報告書２０２５
https://www.osaka-
monorail.co.jp/company/safety/pdf/anzen_2025.pdf１
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202５ 年度 非常時合同訓練の実施 （２０２５年１１月１日）

降下救出（脱出シューター）

レスキュー救出（はしご車）

妊婦

視覚障がい者

側方救出（渡り板）

２



大阪駅（うめきた地下口）におけるフルスクリーンホームドアの乗車位置音声案内システムについて 1

うめきた21番乗り場

●視覚障がい者のお客様に対して乗車位置のご案内の拡充ニーズがある状態のため、対応方を検討

ホームドア開閉イメージ

ホームドア上部サイネージ（乗車位置案内）

ホームドア下部サイネージ（次列車情報、
動作情報、発車時刻、停車駅等）

うめきた21番乗り場

車両のドア位置に応じてサイネージ部
を含めて自在に開閉

●視覚情報として、サイネージにて次列車（先発・次発）・乗車位置のご案内を行っている
●筐体全てが可動部なことから、一般的なホーム柵と異なり点字での乗車位置案内が行われていない。
●ホームドア内蔵スピーカーは、可動部・開口部に対する注意喚起を行っており、システム仕様の兼ね合いから乗車位置案内を行うことが困難

３



2
ホーム上に設置されたIPカメラから取得できる画像を活用し、AIによる画像解析技術と組み合わせて、
白杖等を所持されているお客様を検知、外付けスピーカに連動させることにより乗車位置案内を行うシステムを試行

IPカメラ（ホーム）

外付けスピーカ（ホーム）

カメラ映像データを
サーバーへ取り込み

社内システムサーバー

①映像データから画像解析によりお客さまを判定

②旅客案内システムから次列車情報を参照

旅客案内システムサーバー

③外付けスピーカへ音声案内を出力
参照

フルスクリーンホームドア

次列車の乗車位置案内を音声で出力
例）こちらは特急はるか ●号車付近です

ホーム
ご案内放送発車標

連携困難

大阪駅（うめきた地下口）におけるフルスクリーンホームドアの乗車位置音声案内システムについて

４
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乗場スピーカー②

ホーム柵スピーカー

乗場スピーカー①

白杖検知カメラ①

ネックスピーカー(暗騒音)

デモ環境(TOAナレッジスクエ
ア会議室)

白杖検知カメラ②

！

●2024年9月 デモ環境を作成し、視覚障がい者団体のご協力の下、試行を実施

大阪駅（うめきた地下口）におけるフルスクリーンホームドアの乗車位置音声案内システムについて

（試行時のご意見）
・暗騒音があっても案内を聞き取ることができた

・案内の開始時・終了時のサイン音（ピンポン）
を入れた方が、案内の開始・終了がわかりやすい

⇒音声案内の仕様等を見直し

５
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●2025年12月 うめきた地下駅へスピーカー追加整備が完了。 視覚障がい者団体のご協力の下、実環境でご確認をいただく

現地確認会の様子 追加整備したスピーカー

大阪駅（うめきた地下口）におけるフルスクリーンホームドアの乗車位置音声案内システムについて

６



●2025年12月 現地確認会での主なご意見

・ホームご案内放送との混声を避けるため、異なる性別での案内が好ましい

・列車進入時など、周囲の騒音が大きい際は、スピーカーから出力される音量を上げられるよう調整してほしい

・隣接したスピーカー同士での混声はなく、聞き取りやすかった

・ホームご案内放送と乗車位置案内放送が同時になると、やや混乱してしまう場合がある

⇒ いただいたご意見を踏まえ、ご案内情報の精査・システムの改修等を検討
2026年６月より、うめきた（大阪）地下駅 21番のりばにて試行運用を開始

●今後の予定

・2026年度中
試行運用結果をトレースするため、再度ヒアリング等を実施予定
いただいたご意見を踏まえ、更なるシステム改修/効果検証を行う

大阪駅（うめきた地下口）におけるフルスクリーンホームドアの乗車位置音声案内システムについて

７


